
関
西
平
和
美
術
展
は
、
戦
後

日
本
が
ふ
た
た
び
戦
争
の
道
を

歩
ま
な
い
と
の
強
い
思
い
で
、

美
術
家
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
、

今
日
ま
で
社
会
の
様
々
な
動
向

を
反
映
し
た
作
品
を
生
ん
で
来

ま
し
た
。
今
、
民
族
紛
争
・
難

民
・
貧
困
問
題
で
世
界
は
揺
れ

動
い
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
広

が
り
つ
つ
あ
る
核
廃
絶
の
声
を

嘲
る
よ
う
に
、
経
済
摩
擦
と
軍

備
増
強
を
推
し
進
め
る
自
国
主

義
が
世
界
に
亀
裂
を
も
た
ら
し
、

国
内
で
は
政
府
与
党
が
嘘
と
隠

ぺ
い
、
欺
瞞
と
横
暴
で
民
主
主

義
に
背
を
向
け
憲
法
改
悪
を
目

論
む
。
こ
の
危
機
的
な
状
況
に

多
く
の
出
品
者
の
方
が
平
和
を

守
る
活
動
で
多
忙
だ
と
思
い
ま

す
。
決
し
て
今
を
戦
前
に
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
創
作

者
と
し
て
作
品
を
通
じ
て
平
和

を
守
る
事
も
大
切
な
活
動
で
す
。

芸
術
に
は
理
屈
を
超
え
て
人
の

心
に
訴
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
ぞ
れ
な
り
に
力
を
尽
く
し
た

想
い
溢
れ
る
作
品
で
「
平
和
の

壁
」
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
10
日
、
第
68
回
関
西
平

和
美
術
展
実
行
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
、

33
名
で
今
年
の
平
和
美
術
展
の

準
備
を
始
め
ま
す
。

近
年
、
台
風
が
会
期
中
に
来

て
い
ま
す
。
美
術
館
か
ら
の
通

達
で
大
阪
市
内
に
午
前
７
時
現

在
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
臨
時
休
館
に
な
り
、
搬
入
・

搬
出
な
ど
の
作
業
は
翌
日
に
な

り
ま
す
。
そ
の
様
な
時
に
は
手

分
け
し
て
連
絡
を
入
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
忙
し
い
時
こ
そ

工
夫
し
て
作
品
に
も
取
り
組
み
、

68
回
展
が
成
功
す
る
よ
う
に
実

行
委
員
は
力
を
出
し
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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（１）

（
実
行
委
員
33
名
）

浅
野
義
浩（
絵
画
）伊
藤
美
恵
子

（
絵
画
）尾
崎
文
子（
絵
画
）川
口

政
治（
絵
画
）川
島
恵
美
子（
絵

画
）川
村
芳
比
路（
写
真
）佐
木

義
輝（
絵
画
）三
田
耕
之（
絵
画
）

西
念
秋
夫（
陶
芸
）篠
瀬
和
行

（
絵
画
）瀬
藤
み
や
乃（
絵
画
）玉

井
質（
写
真
）坪
井
功
次（
絵
画
）

栃
尾
惇（
絵
画
）中
田
進（
絵
画
）

西
村
順
子（
絵
画
）野
村
和
弘

（
絵
画
）平
山
正
和（
絵
画
）前
田

尋（
き
り
絵
）桝
家
雄
司（
絵
画
）

松
下
ふ
み
代（
書
）松
原
成
光（
絵

画
）松
本
稔（
絵
画
）目
黒
郁
朗

（
絵
画
）本
松
進
一（
絵
画
）薮
内

敬
三（
絵
画
）山
内
比
呂
子（
絵

画
）山
岸
稔（
絵
画
）山
口
隆
夫

（
絵
画
）山
田
泰
子（
書
）山
中
成

子（
絵
画
）矢
野
林
子（
絵
画
）米

山
勝
義（
絵
画
）

◇
代
表

三
田
耕
之

◇
実
行
委
員
長

坪
井
功
次

（（
事
務
局
）

○
事
務
局
長
/
山
田
○
副
事
務

局
長
/
目
黒
・
松
下
○
会
計
/

篠
瀬
・
矢
野
○
出
品
者
対
策
/

尾
崎
・
川
島
・
川
村
・
玉
井
・
山
岸
・

米
山
○
車
両
搬
入
・
業
者
対
応

/
浅
野
・
川
口
・
山
岸
・
佐
木
・
目

黒
○
広
告
宣
伝
依
頼
/
浅
野
・

川
口
・
桝
家
・
篠
瀬
○
マ
ス
コ
ミ
・

大
学
等
へ
宣
伝
/
松
本
・
目
黒
○

各
種
団
体
宣
伝
/
浅
野
・
佐
木
・

川
口
・
中
田
○
通
信
物
管
理
/

山
岸
○
平
和
運
動
・
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
代
表
派
遣
/
佐
木
・

山
中
○
美
団
連
/
薮
内
○
広
報

平
美
新
聞
発
行
/
栃
尾
・
松
原
・

松
下
・
吉
田
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
/

篠
瀬
○
ポ
ス
タ
ー
作
成
/
坪
井
・

山
内
○
そ
の
他
印
刷
物
依
頼
/

篠
瀬
・
山
田
○
目
録
名
簿
・
名
札

/
山
口
・
松
下
○
保
管
・
運
用
/

目
黒
・
山
田
○
会
場
交
流
会
/

伊
藤
・
山
内

出
品
申
込
み
は
７
月
６
日
（
土
）
締
切
迄
に

平
美
展
へ
の
出
品
は
事
前
申
し
込
み
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

締
切
ま
で
に
出
品
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
載
し

投
函
す
る
と
同
時
に
、
出
品
料
を
郵
便
振
込
で
送
金
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お 知 ら せ

第６８回関西平和美術展を成功させよう

第
68
回
関
西
平
和
美
術
展
の
第
一
回
実
行
委
員
会
が
３
月
10
日

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
国
労
大
阪
会
館
で
開
か
れ
、
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
者
団
体
で
実
行
委
員
会
結
成
を
呼
び
か
け
た
関
西
美

術
家
平
和
会
議
事
務
局
か
ら
応
諾
は
が
き
な
ど
に
よ
る
実
行
委
員
参

加
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
委
員

長
に
坪
井
功
次
氏
、
事
務
局
長
に
山
田
泰
子
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

第
1
回
実
行
委
員
会
か
ら

事
務
局
長

山
田

泰
子

第
68
回
平
和
美
術
展
に
向
け
て

実
行
委
員
長

坪
井

功
次

第 ６ ８ 回
関 西 平 和 美 術 展

2 0 1 9 年
7月 3 0日 ～ 8月 4日
大 阪 市 立 美 術 館

搬入 7月28日（日)

搬出 8月 5日（月)

国労大阪会館での第1回実行委員会

第
68
回
関
西
平
和
美
術
展
実
行
委
員
会



川
島
恵
美
子
さ
ん
を
訪
ね
て

「
ど
う
ぞ
」
と
柔
和
な
笑
顔
で

朝
潮
橋
に
ほ
ど
近
い
ご
自
分
の

画
廊
（
ガ
レ
リ
ア
・
リ
バ
リ
ア
）

へ
お
招
き
下
さ
っ
た
。
春
の
嵐

の
中
、
丁
度
吉
田
利
次
氏
の
デ
ッ

サ
ン
展
の
会
期
中
。
お
生
ま
れ

は
昭
和
５
年
10
月
６
日
の
88
歳
。

平
美
展
と
の
関
わ
り
は
第
７
回

展
頃
か
ら
出
品
。
鹿
児
島
で
の

空
襲
下
を
生
き
延
び
ら
れ
女
学

校
時
代
、
桜
島
に
感
動
。
買
っ

た
ば
か
り
の
油
絵
の
具
で
一
気

に
ベ
ニ
ヤ
板
に
初
め
て
油
絵
を

描
く
。
美
術
部
で
長
谷
川
先
生

と
出
逢
う
。
又
絵
の
先
生
で
も

あ
る
大
泉
米
吉
氏
と
出
逢
う
。

そ
の
後
大
阪
へ
転
職
す
る
中
で

夫
と
出
会
い
結
婚
。
姑
も
絵
に

理
解
が
あ
り
、
大
泉
先
生
の
絵

画
教
室
の
助
手
を
し
な
が
ら
平

美
展
に
も
出
品
。
そ
こ
で
関
西

平
和
美
術
展
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
だ
っ
た
吉
田
利
次
氏
に
師
事
。

安
保
闘
争
や
自
然
災
害
に
、
夫

の
病
死
等
々
人
生
波
乱
万
丈
も

前
向
き
に
生
き
る
。
作
風
は
現

実
を
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
る
リ

ア
リ
ズ
ム
（
写
実
主
義
）
の
姿

勢
を
ず
っ
と
貫
き
、
ま
た
銅
版

画
に
も
魅
了
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。

長
年
の
夢
は
、
孫
達
に
伝
え

る
為
に
『
画
集
』
を
出
版
す
る

事
と
、
保
存
す
る
為
の
『
画
廊
』

を
建
て
る
事
。
今
、
そ
の
二
つ

の
夢
を
果
た
さ
れ
、
息
子
さ
ん

夫
婦
も
近
く
に
お
ら
れ
、
と
く

に
小
学
生
の
孫
娘
が
毎
朝
学
校

に
行
く
ま
で
朝
食
を
食
べ
に
来

ら
れ
る
と
ニ
コ
ニ
コ
話
さ
れ
た
。

（
吉
田
朋
子
記
）
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遠
田

悦
子

実
行
委
員
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
ま
た
今
年
も
平
美
展
会
期
の

当
番
を
手
伝
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
展
示
も
日
程
が
あ
え
ば
い

い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

馬
場

喜
子

ち
ぎ
り
絵
を
出
品
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
今
年
で
三
年
目
で
す
。

平
美
展
に
間
に
合
う
様
作
品
つ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

石
田

和
之

今
年
二
回
目
で
す
が
昨
年
同

様
「
書
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

妻
も
出
す
積
り
で
す
。

尾
崎

文
子

小
さ
な
力
で
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

目
黒

郁
朗

つ
な
い
で
来
た
、
広
げ
て
来

た
、
苦
し
い
け
れ
ど
頑
張
っ
て

来
た
。
深
め
て
来
た
が
…
「
今

は
」
「
自
分
達
は
」
だ
け
で
は

平
和
の
未
来
は
な
い
。
私
達
の

今
は
ど
こ
に
繋
げ
る
の
か
…

中
井

美
智
子

一
年
一
年
が
大
切
な
年
に
な
っ

て
き
ま
す
。
出
品
で
き
る
こ
と

は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
で
き
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

石
川

響
司

平
和
の
取
り
組
み
関
係
等
で

忙
し
く
出
品
作
の
制
作
だ
け
で

精
一
杯
で
、
出
品
だ
け
は
続
け

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

松
井

美
保
子

実
行
委
員
に
参
加
す
る
機
会

も
な
く
、
出
品
だ
け
は
一
年
も

休
ま
ず
続
け
て
来
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
鑑
賞
し
て
く
れ
る
若

い
人
た
ち
が
一
人
で
も
多
く
平

和
展
の
意
義
を
知
っ
て
く
れ
、

後
に
続
い
て
く
れ
ま
す
よ
う
に

願
い
ま
す
。

山
中

孝
夫

本
当
に
危
険
な
動
き
で
す
ね
。

憲
法
改
悪
反
対
！
が
ん
ば
っ
て

作
品
出
品
し
ま
す
。

宮
脇

達

平
美
展
へ
の
出
品
は
大
き
な

刺
激
に
な
っ
て
ま
す
。
栃
尾
さ

ん
が
少
し
お
元
気
に
な
ら
れ
た

よ
う
で
な
に
よ
り
嬉
し
い
で
す
。

行
成

さ
や
子

手
伝
え
な
く
て
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
絵
画
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
を
誘
っ
て
な
る
べ
く
複
数

で
平
美
展
に
出
品
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
原

成
光

暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
に
筆

は
全
く
進
ま
ず
悶
々
の
日
々
で

す

ク
ソ
ッ
。

三
田

耕
之

平
和
は
理
想
だ
け
で
な
く
人

類
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
。

鵜
山

睦
子

出
品
さ
せ
て
頂
く
だ
け
で
精

い
っ
ぱ
い
で
す
。
年
一
回
の
大

作
出
品
で
す
。

両
角

英
郎

障
害
の
た
め
何
も
で
き
ま
せ

ん
が
出
品
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
山

正
和

時
間
が
取
れ
ず
参
加
で
き

ま
せ
ん
が
で
き
る
だ
け
協
力

し
ま
す
。

矢
野

浩

毎
年
平
美
展
へ
の
一
点
だ

け
の
出
品
は
続
け
た
い
。

（はがきの一言メッセージから抜粋）

(2)

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の

代
表
的
画
家
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

ミ
ュ
シ
ャ
の
初
期
か
ら
晩
年

期
に
わ
た
る
作
品
を
展
示
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
ご
と
に

彼
の
創
作
活
動
を
紹
介
し
て

い
る
。
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
装
飾
を
ま
と
っ
た
婦
人
像

の
絵
は
、
誰
も
が
一
度
は
目

に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
私
は
花
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
絵
を
描
い
て
い
る
の
で
、

図
案
化
さ
れ
た
お
し
ゃ

れ
な
ミ
ュ
シ
ャ
に
憧
れ
て
い

ま
す
。
ミ
ュ
シ
ャ
の
絵
ば
か

り
よ
く
集
め
ら
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
堺
市

の
土
居
君
雄
氏
（
カ
メ
ラ
の

ド
イ
）
が
約
５
０
０
点
も
の

収
集
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ビ
ル
の
中
に
あ
り
な
が
ら

静
か
で
ほ
の
暗
い
照
明
効
果

も
あ
い
ま
っ
て
、
日
常
を
忘

れ
優
雅
な
ひ
と
と
き
の
余
韻

も
、
一
歩
外
へ
出
る
と
ス
ー

パ
ー
の
旗
が
…
。
買
い
物
に

も
便
利
な
美
術
館
で
す

（
中
村

宏
子
記
）

堺
市
堺
区
１
田
出
井
町
１
の

２
の
２
０
０
ベ
ル
マ
ー
ジ
ュ
堺

弐
番
館
電
話
０
７
２
（
２
２
２
）

５
５
３
３
◆
ア
ク
セ
ス
Ｊ
Ｒ
阪

和
線
堺
市
駅
下
車

徒
歩
３
分

◆
入
場
料
一
般
５
０
０
円

小
さ
な
美
術
館
め
ぐ
り

⑥

堺
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
館
（
堺
市
立
文
化
館
）

ミュシャ館正面

出
品
者
訪
問



絵
を
描
く
こ
と
は
人
間
の
本

能
的
な
も
の
だ
と
思
う
。
幼
児

の
頃
は
た
と
え
や
め
な
さ
い
と

止
め
ら
れ
て
も
描
き
続
け
る
の

だ
。
人
類
が
言
葉
を
持
つ
以
前

の
記
録
は
絵
で
あ
り
そ
れ
が
文

字
に
変
化
し
た
歴
史
が
証
明
し

て
い
る
。

私
は
学
校
へ
の
社
会
的
な
経

験
者
の
協
力
で
絵
画
の
指
導
活

動
に
参
加
し
て
い
る
。
小
学
校

一
年
生
は
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が

描
く
こ
と
が
好
き
だ
と
手
を
上

げ
る
。
学
年
が
上
が
る
度
に
嫌

い
が
増
え
て
、
六
年
生
に
な
る

と
好
き
な
子
が
少
数
に
な
っ
て

残
念
で
あ
る
。
他
人
と
比
較
や

通
信
簿
に
悪
い
点
を
つ
け
ら
れ

て
嫌
い
に
な
る
の
だ
。

母
が

ほ
め
上

手
だ
っ

た
お
蔭

で
、
私

は
絵
を

描
く
の

が
好
き

で
得
意

に
な
れ

た
。
小

学
校
六
年
生
の
時
、
「
プ
ロ
に

な
れ
る
」
と
褒
め
ら
れ
た
事
が

忘
れ
ら
れ
ず
。
40
歳
か
ら
朝
日

カ
ル
チ
ャ
―
に
週
4
教
室
も
通

い
画
家
の
道
を
志
し
た
。
そ
の

程
度
の
学
習
だ
か
ら
、
自
然
を

有
り
の
侭
、
画
布
に
移
す
こ
と

し
か
で
き
な
い
。
趣
味
の
延
長

線
上
に
あ
る
画
家
で
あ
る
。

油
彩
や
ア
ク
リ
ル
で
ヒ
マ
ラ

ヤ
な
ど
山
岳
中
心
の
画
風
が
一

変
し
た
の
は
土
佐
和
紙
の
出
会

い
で
あ
る
。
ど
う
さ
引
き
の
麻

紙
に
透
明
水
彩
で
描
く
点
描
画

風
の
細
密
画
が
私
の
個
性
を
引

き
出
し
て
く
れ
た
と
喜
ん
で
い

る
。
霧
島
山
山
麓
の
幼
少
期
、

四
国
山
地
の
少
年
期
の
生
活
か

ら
か
木
々
や
山
々
が
大
好
き
な

の
だ
。

で
き
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る

子
だ
っ
た
。
音
痴
だ
っ
た
し
、

運
動
能
力
皆
無
だ
し
、
母
は
音

痴
だ
け
で
も
、
何
と
か
し
て
や

り
た
い
と
歌
唱
指
導
し
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
父

由
来
の
音
痴
は
、
矯
正
不
能
だ
っ

た
。
そ
こ
へ
父
が
助
け
舟
。

「
歌
わ
な
か
っ
た
ら
え
え
ね
ん
。

や
り
た
い
こ
と
だ
け
し
て
た
ら

え
え
ね
ん
。
」
母
は
諦
め
上
手

だ
っ
た
の
で
、
指
導
は
止
み
、

私
は
や
り
た
い
こ
と
＝
絵
を
描

く
こ
と
だ
け
を
し
て
や
が
て
、

古
希
に
＝
そ
れ
で
中
学
、
高
校

と
美
術
部
に
い
た
。
高
校
生
の

頃
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
泥
沼
化
。

米
軍
が
介
入
し
て
、
一
層
悲
惨

な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
連
日

報
道
さ
れ
る
映
像
に
や
り
き
れ

な
い
思
い
が
し
た
し
、
怒
り
を

作
品
に
し
た
い
と
思
い
始
め
て

い
た
。
そ
ん
な
時
、
美
術
館
で

あ
の
絵
に
出
会
っ
た
。
幼
児
を

抱
き
怒
り
に
震
え
る
ベ
ト
ナ
ム

の
母
子
像
だ
っ
た
。
一
見
し
て
、

作
者
の
反
戦
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
絵
だ
っ
た
。
私
は
感
動

し
こ
ん
な
絵
が
描
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
。
以
来
あ

の
絵
は
忘
れ
ら
れ
な
い
、
わ
た

し
に
と
っ
て
の
「
一
枚
の
絵
」

な
の
に
作
者
の
名
前
さ
え
記
憶

し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
し
て
一
昨
年
「
吉
田
利
次

生
誕
百
年
記
念
」
回
顧
展
が
川

島
先
生
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
て
い
て
…
あ
の
絵
が
吉
田

氏
の
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
私
の
「
一
枚
の
絵
」
に
再

会
し
た
の
だ
。
「
吉
田
先
生
」

の
こ
と
は
川
島
先
生
は
じ
め
色
々

な
方
か
ら
、
聞
い
て
い
た
。
弱

い
立
場
に
い
る
民
衆
の
心
に
寄

り
添
い
、
そ
の
悲
し
み
や
怒
り

を
作
品
に
な
さ
っ
た
方
、
で
き

る
だ
け
現
場
に
行
き
膨
大
な
デ
ッ

サ
ン
を
な
さ
っ
た
方
。
平
美
の

結
成
に
も
尽
力
な
さ
っ
た
と
か
。

私
な
ど
「
先
生
」
の
足
元
に
も

及
ば
な
い
が
、
せ
め
て
、
伝
え

よ
う
と
な
さ
っ
た
も
の
を
「
一

枚
の
絵
」
と
共
に
受
け
継
い
で

い
き
た
い
と
思
う
。

「
読
者
の
広
場
」
で
は
出
品
者

の
投
稿
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

中
川
忠
司
さ
ん
の
旅
行
記
「
メ

キ
シ
コ
・
キ
ュ
ー
バ
39
日
間
ス

ケ
ッ
チ
旅
行
」
で
は
、
「
満
70

歳
に
な
り
、
古
希
記
念
に
妻
と

二
人
、
２
年
ぶ
り
の
海
外
ス
ケ
ッ

チ
旅
行
を
計
画
す
る
。
キ
ュ
―

バ
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
の
影
響

も
あ
り
、
観
光
客
が
殺
到
し
て

い
る
社
会
主
義
国
家
キ
ュ
―
バ

が
、
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
。

…
」
と
書
か
れ
て
、
キ
ュ
ー
バ

を
中
心
と
し
た
旅
行
の
様
子
が

い
き
い
き
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
黒
郁
朗
さ
ん
の
訪
問

記
「A

I
R

南
山
城
（A

r
t
i
s
t

In
Res

idenc
e

青
い
家
）

へ
行
く
」
で
は
、
「
南
山
城
村

は
京
都
府
の
南
端
に
あ
り
、
奈

良
・
三
重
県
境
に
接
し
て
い
る
。

A
I
R

南
山
城
村
は
、
古
民
家
を

改
造
し
た
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

…
」
と
書
か
れ
て
、
共
に
読
み

応
え
の
あ
る
内
容
で
す
。
ご
投

稿
や
お
教
え
頂
い
た
情
報
等
を

そ
の
ま
ま
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
美
展
の
鑑
賞
者
や
出
品
者
の

交
流
の
広
場
に
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

（
篠
瀬
記
）

2019年5月 ホームページアドレス http://kannsai-heiwa.net/ 第29号

「
一
枚
の
絵
」
に
導
か
れ
て

高
田

眞
佐
子
（
版
画
）

平
美
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

担
当
者
日
誌
⑫

（3）

自
然
を
あ
り
の
侭
に

ま

ま

野
並

允
温
（
絵
画
）



「
平
美
友
の
会
」
結
成

栃
尾

惇

た
ま
た
ま
平
和
会
議
の
「
秋

の
写
生
会
」
お
誘
い
を
受
け
て
、

写
生
会
に
参
加
し
、
当
時
西
梅

田
に
平
美
事
務
所
が
あ
り
、
職

場
も
近
く
に
あ
り
時
々
出
入
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
平
美

と
の
出
会
い
か
な
…
。
１
９
６

５
年
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
絵

を
描
き
始
め
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の

作
品
も
受
け
付
け
る
よ
う
に
な

り
、
「
平
美
展
」
の
鑑
賞
者
を

中
心
に
美
術
愛
好
家
を
組
織
す

る
た
め
に
「
平
美
友
の
会
」
が

組
織
さ
れ
、
平
美
展
へ
の
出
品

勧
奨
や
美
術
展
鑑
賞
が
積
極
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
頃
は
裁
判
所
や
大
阪
ガ
ス
、

国
鉄
、
電
電
な
ど
に
職
場
の
美

術
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
大
阪
で

も
「
職
場
美
術
展
」
の
動
き
も

出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

美
会
員
の
間
で
は
「
素
人
の
作

品
と
一
緒
に
並
べ
ら
れ
る
か
」

と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
「
無
審
査
・
無
賞
の

展
覧
会
の
性
格
か
ら
し
て
、
プ

ロ
と
ア
マ
の
区
別
を
す
る
の
は

お
か
し
い
」
と
い
う
声
も
で
は

じ
め
、
み
ん
な
平
等
に
展
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
美
友
の
会
で
は
、
事
務
局

が
設
置
さ
れ
、
機
関
紙
「
平
美

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
が
発
行
さ

れ
、
平
美
の
指
導
と
援
助
を
う

け
て
自
主
的
に
写
生
会
や
鑑
賞

会
な
ど
の
行
事
を
企
画
し
始
め

て
、
親
睦
と
交
流
を
兼
ね
て
５

月
の
連
休
や
年
末
・
年
始
の
休

み
に
計
画
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

絵
画
鑑
賞
が
趣
味
と
い
う
人
か

ら
、
絵
を
習
い
た
い
、
も
っ
と

上
達
し
た
い
と
い
う
人
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
持
っ
た
人

達
を
ま
と
め
て
い
く
運
営
上
の

未
熟
さ
と
、
事
務
局
の
中
心
メ

ン
バ
ー
も
結
婚
・
子
育
で
の
時

期
に
入
り
活
動
参
加
が
困
難
に

な
り
、
次
第
に
活
動
力
が
衰
え

ま
し
た
。

（
再
録
参
考
資
料
）

「
関
西
平
和
美
術
展
50
年
史
/
関

西
美
術
家
平
和
会
議
と
の
出
会
い

と
平
美
友
の
会

栃
尾

惇
」
か
ら

＊
編
集
後
記

今
月
一
日
ご
ろ
日
本
中
大
騒

ぎ
、
そ
れ
を
横
目
で
四
人
が
編

集
作
業
、
「
内
容
あ
る
平
美
新

聞
に
な
る
と
」
一
人
ニ
ヤ
ニ
ヤ

旨
い
酒
に
酔
い
ま
し
た
。

夏
の
平
美
展
へ
の
作
品
づ
く

り
に
日
々
お
楽
し
み
か
ご
苦
労

か
ご
各
位
も
う
ひ
と
頑
張
り
。

次
号
へ
の
寄
稿
に
も
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
様
に
。
（
成
光
記
）

第15号 ホームページアドレス http://kansaiheibi.jp/ 2014年10月

平
和
美
術
展
で
長
年
奮
闘
さ

れ
て
き
た
安
藤
昇
さ
ん
が
、

半
年
に
わ
た
る
闘
病
生
活
の

後
に
昨
年
６
月
満
88
歳
で
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。

安
藤
さ
ん
は
大
阪
地
方
裁

判
所
の
書
記
官
と
し
て
勤
め

ら
れ
、
裁
判
所
の
中
で
絵
画

サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
平
美
の

吉
田
利
次
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

平
美
展
に
出
品
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
確
か
30

回
展
ご
ろ
と
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。

作
風
は
落
ち
着
い
た
寡
黙
な

人
柄
と
同
じ
よ
う
に
身
の
回

り
の
生
活
に
根
づ
い
た
、
か

ぼ
ち
ゃ
と
か
じ
ゃ
が
芋
な
ど

の
静
物
を
確
か
な
デ
ッ
サ
ン

力
で
た
ん
ね
ん
に
描
い
た
も

の
が
多
か
っ
た
、
風
景
で
は

製
鋼
所
の
タ
ン
ク
な
ど
モ
ノ

ク
ロ
に
近
い
力
強
い
線
で
描

か
れ
て
い
ま
し
た
。

第
56
回
平
美
展
の
頃
２
年

間
事
務
局
長
を
さ
れ
、
平
美

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

安
藤

昇
さ
ん
を
偲
ん
で

本
松

進
一
（
絵
画
）

(4)

平
美
の

歴
史
②

春のスケッチ会
風薫る画廊街

老松通り

4月28日（日曜日）
合評会に見入る仲間達

スケッチをする参加者

参加者は老々男女21名で

10年ぶりに参加した方もいま

した。ある会社のＯＢが５人

ほど参加していましたが、会

員の個展を見に行く人もあっ

て、合評会は早々に切り上げ

ました。

(写真共に栃尾記）

奈良にて平美友の会


